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中
世
曹
洞
宗
と
羅
漢
信
仰

原

田

弘

道

(
一
)
 日
本
に
於
け
る
羅
漢
信
仰
に
つ
い
て
、
既
に

「
禅
宗
に
お
け
る
羅

漢
信
仰
」
(「駒
澤
大
学
宗
教
学
論
集
」

一
五
)
及
び
一「
羅
漢
講
式
考
」
(「駒

沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
」
一
一
)
等
で
考
察
し
た
。
小
論

に
お
い
て

は
更

に
、
中
世

に
お
け
る
曹
洞
宗
の
羅
漢
信
仰
の
様
相
を
中
世
と
い
う
社
会

主
観
と

の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。
そ
れ
は
そ
の
時

代
の
社
会
規
範
、
価
値
観
を
無
視
し
て
そ
の
実
態
に
迫
る
こ
と
は
む

つ

か
し
い
と
い
う
事
実

へ
の
反
省
か
ら
出
て
き
た
問
題
意
識
だ
か
ら
で
あ

る
。
羅
漢
信
仰
の
実
態

(と
い
っ
て
も
広
範
な
霊
異
課
に
も
及
ぶ
が
)
を
伺

い
、
そ
れ
を
通
し
て
問
題
点
及
び
そ
の
意
義
、
性
格
を
考
え
て
行
く
こ

と
に
す

る
。

(二)
歴
史
的
に
曹
洞
宗
に
お
い
て
、
朔
望
に
、
又
は
毎
日
の
朝
課
に
お

い
て
、
応
供
調
経
が
行
わ
れ
て
き
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
羅
漢
信
仰
が
深

く
、
正
法
護
持
と
弁
道
円
成
を
希
求
す
る
念
が
強
か
っ
た
こ
と
を
物
語

る
。
そ

の
対
象
が
主
に
十
五

・
十
八
羅
漢
で
、
ま
た
羅
漢
も
そ
れ
に
答

え
て
、
よ
く
奇
瑞
を
あ
ら
わ
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

さ
れ
は
面
山
に

『
羅
漢
応
験
伝
』
乾
坤
二
巻
が
存
し
、
羅
漢
の
霊
験

の
実
例
を
引
証
し
ま
と
め
て
い
る
。
中
で
和
漢

の
僧
俗

一
三
八
名
の
う

ち
日
本
僧
二
五
名
、
う
ち
曹
洞
宗
三
名
、
永
平
道
元
、
螢
山
紹
理
、
竹

居
正
猷
で
、
臨
済
宗
は
七
名
で
、
無
学
祖
元
、
春
屋

妙

龍
、
大

拙

祖

能
、
愚
中
周
及
、
宝
州
、
明
兆
、
夢
嵩
良
真

で
、
面
山
も
自
身

に
関
す

る
羅
漢
応
験
の
奇
瑞
課
も
あ
わ
せ
載
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
部
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

『
永
平

三
祖
行
業
記
』
『
日
域
洞
上
諸
祖
伝
』
『
続
日
域
洞
上
諸

祖

伝
』
『
日
本

洞
上
聯
燈
録
』
(十
二
巻
の
う
ち
十
巻
、
永
平
下
十
四
世
)
『
弘
化
系
譜
伝
』

『
龍
泉
源
岐
歴
志
』
『
上
州
大
泉
山
補
陀
寺
続
伝
記
』
『
隻
林

寺

聯

燈

録
』
『
浄
牧
院
聯
燈
録
』
『
貞
禅
寺
開
山
歴

代

略

伝
』
(『曹
洞
宗
全
書
』

史
伝
上
・
下
)
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

さ
て
道
元
に
お
い
て
は
、
羅
漢
応
験
の
老
瑳

の
勧

め
、
宝

治

三

年

(
一
二
四
九
)
応
供
会
の
奇
瑞
等
修
行
が
円
成
す
る
よ
う
羅
漢

が

姿

を

か
え
て
あ
ら
わ
れ
て
援
助
す
る
等
、
寺
院
護
持

の
象
徴
と
し
て
の
行
持

の
荘
厳
化
の
現
象
と
理
解
で
き
る
。
即
ち
永
平
寺
を
支
え
る
波
多
野
義

重
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
檀
越
信
徒
を
含
む
原
始
僧
団
が
円
満
に
運
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営
さ
れ
、
着
実
な
歩
み
を
続
け
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る

も
の
で
あ

る
。
亡
う
い
っ
た
例
は
後
に
、
螢
山
を
は
じ
め
、
了
庵
慧
明

(大
山
明
王
、
神
人
)
、
普
済
善
救

(野
狐
、
荷
稲
明
神
)
、
大
等

一
祐

(夢

告
、
菩
薩
)
、如
仲
天
閻

(老
人
、
神
人
)
、
月
江
正
文

(蔵
王
権
現
、
観
音

大
士
)
、
説
通
智
橦

(神
人
、
吉
備
津
神
)
、
拮
笑
宗
英

(山
神
)
、
了
然
法

明

(老
人
)
、
梅
栄
元
香

(異
僧
、
医
王
善
逝
像
)
、
月
庵
良
円

(医
王
仏
)
、

器
之
為
播

(神
人
)
、
即
庵
宗
覚

(鹿
眉
僧
、
山
王
権
現
)
、
大
路

一
遵

(毘

沙
門
天
)
等
の
指
示
、
援
助
を
受
け
て
い
る
の
に
見
ら
れ
る
。

寺
院
を
中
心
と
す
る
周
辺
共
同
体
の
体
制
維
持
は
様

々
な
要
素
に
よ

っ
て
成
り
立

っ
て
お
り
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
合
理
的
秩
序
の
体
系
に
属

す
る
も
の
は
か
り
で
な
く
、
非
合
理
的
な
要
素
も
多
く
含

ま

れ

て

い

る
。
そ
の
捉
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
不
分
明
な
力
を
象
徴
的
に
、
羅

漢
応
験
的
な
霊
異
課
に
結
晶
さ
せ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
れ
が
螢
山
の
例
に
な
る
と
も

っ
と
明
確
に
な
る
。
正
和

二
年

二

三
一
三
)
能
登
の
永
光
寺
建
立
の
際

「第
八
伐
閣
羅
弗
多
羅
尊

者
、
夢

中

二
示
現

シ
テ
、
永
光
ノ
勝
地
ナ
ル
コ
ト
ヲ
証
明
シ
玉
フ
」
(『洞
谷
記
』)

と
あ
り
、
螢
山
の
た
め
普
請

の
世
話
を
し
、
祥
瑞
を
現
じ
た
と
あ
る
。

新
寺
建
立

に
は
様

々
な
困
難
な
事
態
や
予
期
せ
ぬ
こ
と
に
出
会
う
こ
と

も
あ
ろ
う
。
そ
の
感
謝

の
念
、
及
び
檀
越
信
徒

の
螢
山

へ
の
帰
依

の
念

の
強
さ
、
参
学

の
螢
山

へ
の
帰
投
ぶ
り
、
そ
う
い

っ
た
諸
要
素
が
混
然

一
体
と
な

っ
て
、
抽
象
化
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
伐
閣
羅
弗
多
羅
尊
者
と
し

て
像
を
結

ん
だ
乏
考
え
ら
れ
る
。
無
論
彼
に
は
道
元
の
あ
と
を
受
け
て

「
羅
漢
供
養
文
」
(『榮
山
清
規
』
上
)
の
撰
述
が

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
羅

漢
信
仰
を
持

っ
て
お
り
、
こ
れ
が
背
景
を
成
し
て
い
る
こ
と
は
充
分
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
寺
院
開
創
に
応
験
し
て
積
極
的

に
協
力
す
る
例
は
、
後

に
は
天
庵
慧
義

(老
翁
、
守
護
神
、
泉
涌
出
)
、真
厳
道
空

(白
山
神
託
)
、

道
隻
道
愛

(剣
に
よ
る
指
示
)
、
天
海
舜
政

(異
人
、
山
神
)
、
雲

岡
俊
徳

(勢
廟
神
官
、
大
神
、
肉
身
大
士
)
、
璋
山
融
珪

(神
人
、
彦
山
豊
前
坊
)
、
無

梁
融
了

(塩
釜
神
)
、
大
空

玄
虎

(天
照
大
神
宮
参
拝
、
鮫
済
度
)
等
に
見

ら
れ
る
。

竹
居
正
猷
は
石
屋
真
梁

の
法
嗣
で
あ
る
が
、

「
住
吉

の
明
神
石

屋

に

告
テ
言
。
竹
居
ト
号
ス
ル
僧

ハ
、
世
世
ノ
善
知
識
ナ
リ

ト
」
(『羅
漢
応

験
伝
』
坤
)
と
あ
り
、
ま
た
彼
は
示
寂
に
際
し
、

五
日
前
に
予

言

し
、

こ
れ
を
聞

い
た
遠
近

の
道
俗
が
礼
拝
し
た
。
果
せ
る
か
な
予
言
通
り
示

寂
し
た
。
後

に
大
檀
越
が
竹
居
の
上
足
東
純
に
語

っ
て
い
う
に
は
、
明

の
皇
帝
は
深
く
仏
乗
を
信
じ
て
い
た
。
夢
中
に

一
道
人
が
面
前

に
立
つ

の
を
見
た
。
皇
帝
が
尋
ね
る
と
、
「道
人
言
ク
、

日
本
僧
猷
竹
居
ト
」
。

次
の
日
、
中
書
舎
人
史
盛
に
竹
居
の
二
字
を
書
か
し
め
て
、
民
間
に
頒

布
し
て
尋
ね
た
。
日
本
日
向
、
小
内
海
の
黄
頭

郎

(船
頭
)
が
そ

の
時

明
国
に
在
て
此
事
を
聞
き
、
史
盛
の
書
字
を
持

ち
帰

っ
た
と
い
う
。
そ

れ
を
檀
越
が
手
に
入
れ
、
東
純
に
与
え
た
の
で

あ

る
。
「純
褄
背

ニ
テ

礼
拝
感
喜

ス
ト
言

フ
」
(『羅
漢
応
験
伝
』
坤
)
と
あ
る
。
'住
吉

の
明
神
の

予
言

の
ほ
か
特

に
彼
の
示
寂
に
際
し
て
の
様
相
な
ど
、
日
中

に
亘
る
国

中
世
曹
洞
宗
と
羅
漢
信
仰

(原

田
)

-233-



中
世
曹
洞
宗
と
羅
漢
信
仰

(原

田
)

際
的
国
家
的
レ
ベ
ル
の
ス
ケ
ー
ル
に
な

っ
て
い
る
。
他
に
は
源
翁
心
昭

の
那
須
の
霊
石
済
度

(『能
翁
心
昭
禅
師
塔
銘
』)
の
例
が
存
す
る
。

そ
し

て
彼
ら
の

「法
力
」
が
国
家
的
共
同
体
や
地
域
共
同
体

の
体

制

を

支

え
、
か
つ
そ
れ
が
逆
に
彼
等
が
支
持
や
信
仰
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
竹
居
の
場
合
、
薩
摩
と
明
と
の
交
渉
を
背
景
に
し
て
、
源
翁

の
場
合
は
三
国
に
亘
る
国
際
性
を
も

っ
た
イ
メ
ー
ジ
に
お
い
て
捉
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

応
験
と

は
少
し
性
格
を
異
に
す
る
が
、
竹
居
に
見
ら
れ
る
自
身
の
遷

化
の
予
告

で
あ
る
が
、
天
庵
慧
義

(師
の
遷
化
を
予
見
)
、
孤
雲

懐

美
、

智
翁
永
宗
、
月
窓
明
諌
等
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
坐
禅
修
行
に
よ
る

能
所

一
元
的
な
意
識
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
消
息
と
考
え
ら
れ
る
。
ウ

イ
ル
バ
ー
が

「
リ
ア
リ
テ
ィ
と
は
観
念
的
な
も
の
で
も
、
物
質
的
な
も

の
で
も
、

生
気
論
的
な
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
強
調
し
た

い
。
リ
ア
リ
テ
ィ
と
は

一
つ
の
意
識
の
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
こ
の
レ
ベ
ル

の
み
が
現
実
的
な
の
で
あ
る
」
(『意
識
の
ス
ペ
ク
ト
ル
』)
と
固

定

的

に

考
え
て
い
る
所
は
問
題
だ
が
、
意
識
を
越
え
た
意
識
、
即
ち
能
所

一
元

に
お
け
る
意
識
即
現
実
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る

「世
界
」
、
リ
ア
リ

テ

ィ

の
認
識
に
通
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
羅
漢
応
験
の
話

で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
客
観
的
合
理
的

な
情
報
型
態
で
は
な
く
、
極
め
て
抽
象
的
主
観
的
な
雰
囲
気
に
基
づ
く

認
識
及
び
伝
達

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま

さ
に
中
世
的
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
感
覚
的
伝
達
が
重
ん
ぜ
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
。

(三)
 伝
記
類
を
通
し
て
中
世
曹
洞
禅
者

の
霊
異

に
つ
い
て
次
に
全
体
的

傾
向
を
見
る
と
、
八
四
二
人
の
う
ち
羅
漢
応
験

に
類
す
る
経
験
を
持

つ

僧
が
九

一
名
、
約

一
〇
%
で
あ
る
。

そ
の
内
訳
は
、
(
1
)
夢
告
、
全
体
で
三
八
名
、

特
に
母
の
夢
に
よ

っ
て

誕
生
し
た
例
が
二
〇
名
、
中
で
当
人
が
後
に
霊
異
を
示
し
た
者
が

一
六

名
で
、
そ
の
他
誕
生
以
外
の
夢
の
お
告
げ
を
持

つ
者
二
名
。
(
2
)
誕
生
時

奇
瑞
が
あ
ら
わ
れ
た
例
は
六
名
で
、
神
光
、
季
節
外
に
筍
が
成
育
、
僧

伽
黎
相
、
母
の
死
後
誕
生
二
名
、
母
の
傷
を
引
き

つ
い
で
誕
生

一
名
、

計
六
名
。
(
3
)
異
人
の
出
現

(守
護
、
持
戒
)
六
名
。
(
4
)
神
人
の
出
現
、

一

〇
名
、
山
神

一
、
計

一
一
名
。
(
5
)
異
僧
三
、
異
婦

一
、
老
婆

一
、
老
翁

身
二
、
梵
僧
二
、
神
僧

一
〇
、

計

一
九
名
。
(
6
)
動
物
応
現
、
動
物

一
、

狐
四
、
白
蛇
四
、
鬼

一
、
龍
二
、
夜
叉

一
、
妖
怪

一
、
龍
虎
二
石

一
、

計

一
五
(
7
)神
、
稲
荷
明
神

一
、
天
満
大
自
在
天
神

一
、
蔵
王
権
現

一
、

守
護
神
五
、
山
神
二
、
白
山
権
現
三
、
本
荘
神

一
、
豊
聡
天
子

一
、
山

王
権
現

一
、
彦
山
豊
前
坊

一
、
塩
釜
神

一
、
天
照
大
神
宮

一
、
住
吉
明

神
二
、
秋
葉
神

一
、
計
一二

名
。
(
8
)
仏

・
菩
薩
、
観
音
像

一
、
観
音
大

士
三
、
薬
師
仏

一
、
清
水
観
音

一
、
毘
沙
門
二
、
肉
身
大
士

一
、
文
殊

菩
薩

一
、
曼
殊
大
士

一
、
善
逝
大
士

一
、
医
王
仏

一
、
計

一
三
名
。
(
9
)

身
体
的
特
徴
、
重
瞳
二
、
鏡
無
影

一
、
腹
中
よ
り
生
き
た
魚
を
吐
き
出

す

一
、
母
胸
卍
字
印

(誕
生
時
)

一
、
在
胎

一
五

月

一
、
計
六
。
(
1
0
)

奇

蹟
、

堂
前
珠
光
篇
額
出
現

一
、
妖
火
滅
尽

一
、

山
鳴
谷
答

一
、
除
病
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四
、
計
六
。
(
1
1
)

遷
化
予
告
四

(前
掲
)
、
(
1
2
)

卜
占

一
。

以
上
で
あ
る
。
し
か
し
二
項
目
以
上
に
亘
る
人
が
か
な
り
い
る
。
誕

生
に
関
す
る
夢
告
が

一
番
多
く
、
次
に
神

人
、
異

人
、
異

僧
、
種

々

神
、
守
護
神
、
動
物
等
が
見
ら
れ
る
。
更
に
観
音

大

士

(仏
菩
薩
)
の

変
化
身
が
何
例
か
見
ら
れ
る
が
、

こ
れ
を
羅
漢
応
験
と
し
て
括
る
こ
と

は
当
然
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
羅
漢
応
験
課
と
内
容
的
に
全
く
類
型
を

同
じ
く
す

る
の
で
採
り
上
げ
た
。
ま
た
当
人
が
奇
蹟
を
行
ず
る
ケ
ー
ス

と
様

々
な
霊
力
の
化
顕
が
当
人
を
援
助
す
る
ケ
ー
ス
と
大

別

で

き

る

が
、
時
代
的
特
徴
は
見
当
ら
な
い
。

全
体
的

に
中
世
も
時
代
が
下
る
と
徐

々
に
少
な
く
な
っ
て
く
る
が
、

そ
れ
で
も
江
戸
初
期
に
は
独
庵
玄
光

・
黙
玄
元
寂

・
月
間
義
光
等
二
、

三
例
を
あ
げ
た
の
み
だ
が
、
ず

っ
と
数
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
の

で
あ
る
。
例
え
は

『
聯
燈
録
』
に
は
一
巻
が
十
分

の
一
、
二
巻
六
分

の

一
、
三
巻
十
分
の
一
、
四
巻
九
分
の
一
、
五
巻
九
分

の
一
、
六
巻
十
二

分
の
一
、
七
巻
二
五
分
の

一
、
八
巻
十
五
分

の
一
、
九
巻

二
四

分

の

一
、
十
巻
十
五
分

の
一
で
あ
る
。
八
、
九
、
十
巻
と
近
世
に
近
づ
く
に

つ
れ
て
減
少
し
て
く
る
所
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
中
世
は
そ
も

そ
も
こ
の
時
代
に
あ

っ
て
、
人
が
常
に
合
理
的
に
動
き
、
冷
静

に
判
断

す
る
こ
と
が
不
得
手
な
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。

共
通
し
て
い
る
の
は
、
十
三
-
六
世
紀
に
お
い
て
、
人
々
の
知
識
と

経
験
と
感
覚
と
い
う
も
の
が
極
め
て
主
観
的
な
情
緒
性
に
基
礎
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
こ
う
い
っ
た
事
例
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は
人

々
の
宗
教
信
仰
及
び
そ
の
実
践
に
よ
る
人
格
性
と
不
可
分
に
合
体
化
し

て
い
る
社
会
主
観
が
重
要
な
意
味
を
持

つ
も
の
で
あ
る
こ

と
が

分

か

る
。
即
ち
こ
う
い
っ
た
認
識
の
仕
方
が
社
会
主
観

に
依
存
し
て

い
る
部

分
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
、
そ
れ
は
本
質
契
機

を
な
し
て
い
る
と
い

っ

て
も
過
言
で
は
な
い
位
で
あ
る
。

か
瓦
る
背
景

の
も
と
中
世
曹
洞
宗
に
お
い
て
見

ら
れ
る
応
験
信
仰
の

対
象
が
十
六
羅
漢

・
十
八
羅
漢
が
中
心
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
は
羅
漢

供
養

の
儀
礼
、
行
持

の
成
立
定
着
と
相
即
し
て
出

て
き
た

も

の

で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
が
時
代
が
下
る
と
共
に
、
日
本
古
来

の
山
神
地
祇
、

鬼
、
動
物
等

の
霊
験
あ
る
い
は
仏
法
護
持
、
守
護
、
参
学
と
い

っ
た
話

に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
確
に
理
解

で
き
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
れ
ら
の
信
仰
の
担
い
手
は
僧
俗
及
び
居
士
大
姉
と
い
っ
た
特
定

信
者
、
更

に
そ
の
情
報
網
の
範
囲
内
の
人
々
で
あ
る
。

つ
ま
り
僧
宝
護

持
が
中
心
課
題
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
後
世
、
江
戸
中
期
以
後
盛
ん
に
な

る
五
百
羅
漢
信
仰
の
特

徴
と
し
て
、
新
た
に
民
衆
参
加
と
い
う
要
素
が
付
加
さ
れ
て
く
る
。
そ

れ
は

「
亡
き
人
に
会
え
る
」
と
い
う
民
俗
的
信
仰
に
よ
る
民
衆
参
加
と

そ
の
拡
大
に
あ
り

(村
上
博

「五
百
羅
漢
信
仰
と
民
衆
」)
、
そ

の
性

格
は

極
め
て
現
世
的
で
あ
り
合
理
的
で
あ
る
。
そ
の
流
行
が
江
戸
中
期
以
後

で
あ
る
点
、
既
に
明
ら
か
に
し
た
如
く

(拙
稿

「禅
宗
に
お
け
る
羅
漢
信

仰
」)
、
羅
漢
像
製
作
年
代
の
大
体
の
傾
向
に
よ

っ
て
理
解
で
き
る
。

ま
た
羅
漢
信
仰
の
歴
史
的
展
開
は
、

一
面
社
会
体
制
的
に
不
安
定
な

中
世
曹
洞
宗
と
羅
漢
信
仰

(原

田
)
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中
世
に
お

い
て
僧
宝
中
心
的
な
十
六
羅
漢
や
十
八
羅
漢
信

仰

が

行

わ

れ
、
体
制
的
宗
教
制
度
的
に
も
整
備
さ
れ
、
安
定
し
た
江
戸
期
に
は
僧

宝
中
心
が
後
退
し
、
五
百
羅
漢
信
仰
が
庶
民
の
手
に
移
り
、
庶
民
の
哀

歓
に
対
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
僧
宝
護
持
や
宗
団
維

持
に
そ
れ
ほ
ど
意
を
用
い
な
く
と
も
、
そ
の
維
持
や
護
持
が
可
能
に
な

っ
た
社
会
的
背
景
と
関
連
が
深
い
。
そ
れ
は
法
的
に
規
定
さ
れ
た
寺
檀

制
度
に
よ

っ
て
維
持
運
営
が
容
易
く
行
わ
れ
る
こ
と
と
密
接
な
関
係
を

持
つ
。
し
か
し
民
俗
と
し
て
の
羅
漢
信
仰
に
は

「
亡
き
人
に
会
う
」
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
吉
凶
を
占
う
と
い
う
伝

承

(喜
多
村
信
節

『嬉
遊
笑

覧
』)
が
あ
り
、
梅
原
氏
の
言
う

「
死
者
追
慕

の
願
望
」
(『羅
漢
』)
と
の

み
言

い
き
れ
な
い
要
素
を
持

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

す
る
と
両
者
の
違
い
は
羅
漢
信
仰
の
本
質
的
な
差
と
い
う
よ
り
民
衆

受
用
の
相
違
と
す
る
従
来
の
見
解
に
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
し
、

こ
の
変
化

は
何
に
由
来
す
る
か
が
新
た
な
問
題
と
な

っ
て
こ
よ
う
。

(四)
 一
体
、
人
間
の
行
動
が
合
理
的
で
あ
る
か
に
見
え
る
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
の
中
で
合
意
さ
れ
て
い
る
社
会
規
範
、

つ
ま
り
意
識
と
倫

理
観
に
適
合
す
る
と
い
う
だ
け

の
意
味
を
持

つ
に
過
ぎ
な
い
。
時
代
と

社
会
を
異

に
す
る
人
々
か
ら
見
れ
は
、
す
べ
て
が
不
可
解
で
不
合
理
に

な

っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
い
え
は
、
中
世

の

特
徴
は
人
間

の
関
心
が
物
質
に
な
く
、
ま
た
事
物
を
事
物

の
ま
ゝ
に
観

察
し
表
現
す
る
精
神
に
乏
し
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
近

代
人
の
意
識
と
倫
理
観
、

つ
ま
り
生
産
と
消
費
可
能
量
を
増
大
さ
せ
る

こ
と
が
進
歩
だ
と
す
る
近
代
社
会
の
規
範
か
ら
見
て
の
話
し
で
、
中
世

が

「
暗
黒
」
と
見
ら
れ
る
理
由
が

一
に
ご
ゝ
に
存
す
る
。

曹
洞
宗
の
場
合
は
、
別
の
意
味
か
ら
も
そ
れ
が
言
わ
れ
る
。
曹
洞
宗

教
団
が
飛
躍
的
に
発
展
し
な
が
ら
、
逆
に
そ

の
宗
学
が
全
く
地
を
払

っ

て
し
た

っ
た
と
い
う
所
か
ら
出
て
き
た
時
代
認
識
が
そ
れ
に
重
な
る
。

こ
の
問
題
は
既
に
と
り
あ
げ

て

い
る

が

(拙
稿

「中
世
曹
洞
禅
の
一
考

察
」)
、
と
に
か
く

一
般
的
に
暗
黒
と
い
う
印
象

は
免
れ
な
い
。

僧
伝
を
通
し
て
見
た
特
徴
は
、
中
世
の
情
報
伝
達
が
正
確
さ
や
具
体

性
よ
り
も
主
観
的
な
心
情
描
写
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た

こ
と

で
あ

り
、
そ
の
描
写
が
極
め
て
類
型
的
形
式
的
で
あ
り
な
が
ら
、
内
容
が
多

く

の
場
合
厳
密
性
を
欠
い
た
曖
昧
さ
が
目
立
ち
、
極
め
て
主
観
性
の
強

い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
伝
承
さ
れ
成
文
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

次
に
物
質
的
関
心
が
乏
し
い
中
世
は
、
物
質

不
足
時
間
余
り
が

一
般

的
で
あ
る
。
中
世
人
の
多
く
が
時
間
を
持

っ
て
思
索
す
れ
は
、
空
想
や

抽
象
的
概
念
が
生
れ
る
。

こ
れ
に
明
確
な
対
象
を
与
え
て
く

れ

る

の

は
、
こ
の
世
の
不
思
議
で
あ
り
、
生
命

の
神
秘
性
で
あ
る
。
か
鼠
る
意

味
で
は
今
日
よ
り
も
は
る
か
に
科
学
的
知
識
や
情
報
が
乏
し
か
っ
た
中

世
に
は

「
不
思
議
」
と

「神
秘
」
が
数
多
か

っ
た
し
、
そ

れ

を

司

る

仏
、
神
、
霊
、
鬼
、
妖
怪
、
変
化

の
存
在
は
信

じ
易
い
状
況
に
あ

っ
た

こ
と
は
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
死
後

の
世
界
や
来
世

の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
は
、
現
世

へ
の
関
心
が
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強
烈
な
だ
け
に
、
そ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
尽
き
せ
ぬ
興
味
あ
る
問
題

だ

っ
た
に
違

い
な
い
。
こ
れ
は
教
理
の
体
系
と
は
別

の
体
系
に
属
す
る

形
で
僧
伝

に
見
ら
れ
、
そ

の
宗
教
的
感
情
は
し
は
し
は
奇
蹟
、
仏
神
の

お
告
げ
、

異
人
、
神
人
、
霊
異
的
存
在
と
の
交
流
交
渉
と
い
う
形
で
あ

ら
わ
れ
、
特
殊
な
雰
囲
気

の
中
で
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
例
は

前
に
見
た
如
く
豊
富
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
は
、
人
格
と
か
人

徳
と
か
い
っ
た
人
間
評
価
も
い
わ
は
雰
囲
気
に
基
づ

い
て
な
さ
れ
て
い

る
場
合
が
多
い
こ
と
も
暗
示
す
る
。
僧

の
生
誕

に
ま
つ
わ
る
奇
瑞
諺
、

檀
越

の
帰
依
ぶ
り
、
参
学
の
帰
投
ぶ
り
、
守
護
地
頭
を
は
じ
め
と
す
る

支
配
階
級

の
保
護
ぶ
り
等
、
概
し
て
過
大
な
評
価
と
表
現
が
目
立
つ
の

で
あ
る
。

ま
た
寺
院
開
創
に
関
す
る
立
地
条
件
に
非
常

に
敏
感
で
あ

っ
た
こ
と

が
伺
え
る
が
、

こ
れ
も
こ
う
し
た
価
値
観
を
伝
え
る
総
合
的
な
雰
囲
気

作
り
に
関
心
が
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
大
等

一
祐
、
字

堂

覚

卍
、
真
厳
道
空
、

道
嬰
道
愛
等

に
見
ら
れ
る
。

㈲
以
上
か
奥
る
諸
要
素

の
も
と
に
裾
野
の
広

い
形
の
羅
漢
信
仰
と
い

う
べ
き
信
仰
態
勢
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し

一
方
で
は
そ

の
中
に
あ

っ
て
、
多
く

の
禅
者
は
情
緒
や
雰
囲
気
に
墨

碍
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
法
眼
に
基
づ
く
冷
静
さ
と
合
理
性
を
堅
持
し
て

き
た
こ
と
が
、
諸
僧
伝
を
通
し
て
伺
う

こ
と
が
で
き
る
。
中
世
に
処
し

て
中
世
を
超
脱
し
た
禅
的
境
界

の
自
由
性
が

一
方
で
は
生
き
て
い
た
と

い
え
る
。
そ
の
代
表
的
な
例
を
示
す
と
、
石
屋
真
梁
が
会
下
の

一
尼
僧

に
対
し
て

「
師
以
二香
片
一
、與
二
尼
智
泉
刈泉
珍
蔵

久
。
化
成
二舎
利
吻泉
持

来
日
レ
師
、
師
叱
日
、
這
臭
老
婆
莫
レ
令
二
妄
伝

一」
(日
域
洞
上
諸
祖
伝
』

上
)
と
、
そ
の
神
秘
性

へ
の
妄
信
ぶ
り
を
叱
責
し
て
い
る
所
に
見
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
曇
英
慧
応
に
も
類
似

し

た
話

(『
日
城
洞
上
諸
祖
伝
』

下
)
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

初
期
に
は
仏
教
々
理
を
背
景
と
し
た

「
羅
漢
応
験
」
と
い
う
形
で
示

さ
れ
た
も
の
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
内
容

的
に
は
何
ら
異
ら
な
い

に
も
か
L
わ
ら
ず
、
日
本
的
な
山
神
地
砥
と
の
関
係
で
話
が
形
成
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
だ
け
曹
洞
禅

の
禅
が

日
本
化
し
、
大
衆
化
し

た
き
た
過
程
が
側
面
か
ら
理
解
で
き
、
曹
洞
宗

の
歴
史
的
性
格
の

一
面

を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

中
世
が
人
々
の
関
心
を
物
質
か
ら
遠
ざ
け
、

思
弁
的
な
社
会
主
観
に

集
約
す
る
構
造
を
備
え
て
い
た
の
は
前
述

の
如
く

で
あ
る
が
、

い
か
な

る
社
会
で
も
そ
れ
が
広
範

に
確
立
し
永
く
継
続
す

れ
は
、
そ
の
存
立
条

件
を
拡
大
深
化
す
る
自
己
増
殖
的
循
環
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中

世
社
会
を
崩
壊
さ
せ
た
も
の
は
何
で
あ

っ
た
か
。

そ
の
一
つ
の
要
素
と

し
て
そ
れ
は
物
質
、
財
物

の
供
給
の
増
加
と

い
え
る
。
そ
れ
は
徐
々
で

あ

っ
て
も
、
客
観
性
と
合
理
性
を
重
ん
ず
る
事
実
尊
重
の
精
神
の
芽
生

え
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
南
北
朝
分
裂
頃
に
用

意
さ
れ
は
じ
め
、
応
仁

の
乱
以
後
、
打
ち
続
く
戦
乱
、
や
が
て
本
格
的
な
戦
国
時
代

へ
の
移
行

の
過
程
を
経
て
顕
在
化
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

十
五
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て

の

「
戦
国
時
代
」
は
、

中
世
曹
洞
宗
と
羅
漢
信
仰
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日
本
の
経
済
と
技
術
が
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
時
代
で
あ

っ
た
。
そ

の
き

っ
か
け
を
な
し
た
も
の
は
、
明
治
以
降

の
近
代
化
の
場
合
と
同
じ

く
、
外
国

か
ら
の
技
術
の
流
入
だ

っ
た
。

十
五
世
紀
ご
ろ
か
ら
、
山
地
に
灌
概
を
行

っ
た
り
、
沼
地
を
排
水
し

た
り
す
る
利
水
技
術
が
中
国
か
ら
流
入
、
土
地
開
墾
が
大
い
に
進
み
だ

す
。
ま
た
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
、
茶

・
胡
麻

・
菜
種

・
木
綿
な
ど
の
新
種
作
物
も
伝
え
ら
れ
、
適
地
適
産
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
も
な

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
当
然
余
剰
農
産
物
を
生
み
出
し
、
物
質

の

交
換
流
通
を
も
盛
ん
に
し
た
。
加
え
て
最
初
は
中
国
、
南
蛮
か
ら
も
鉱

山
開
発
や
金
属
精
練
の
技
術
が
流
入
、
金

・
銀
・
銅

・
鉄
な
ど
の
生
産

量
も
増
加
し
た
。
そ
の
結
果
通
貨
を
増
加
さ
せ
、
商
業
の
発
達
を
促
進

し
た
し
、

鉄
の
生
産
増
加
は
農
機
具
の
改
善
普
及
を
通
じ
て
農
業
生
産

を
い
ち
だ
ん
と
拡
大
し
た
。
こ
の
結
果
、
十
五
世
紀
末
か
ら
の
日
本
社

会
は
、
前

時
代
に
比
べ
る
と
資
源
の
豊
富
な
世
の
中
に
な

っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
経
済
成
長
を
背
景
に
し
て
、
各
地
の
豪
族
が
自
立
、
戦
国

乱
世

の
実
力
主
義
と
合
理
的
精
神
が
広
ま

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が

ま
た
有
能

な
指
導
者
を
生
み
、
そ
の
指
導
下

に
、
産
業
経
済
が
い
ち
だ

ん
と
発
展
す
る
と

い
っ
た
循
環
を
起

こ
す
。
戦
国
時
代
の
武
将
達

の
中

に
、
産
業
開
発
や
経
済
発
展
に
も
顕
著
な
業
積
を
残
し
て
い
る
。

か
く
て
新
技
術

の
流
入
と
地
域
開
発
の
進
展
、
競
争
に
よ
る
合
理
的

な
生
産
と
流
通
の
普
及
な
ど
に
よ

っ
て
日
本

の
経
済
は
大
い
に
成
長
し

た
の
で
あ

る
。
「応
仁

・
文
明

の
乱
」
が
終
わ

っ
た
こ
ろ

(
一
四
七
七
年

頃
)
か
ら
豊
富
秀
吉
が
政
権
を
確
立
す
る
こ
ろ

(
一
五
九
〇
年
頃
)
ま
で

の
約

一
一
〇
年
間
に
、
日
本
の
人
口
は
約
二
倍
、
国
民
総
生
産

は
約
三

倍
に
増
え
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

(六)
 羅
漢
信
仰
の
変
貌
は
、
ま
さ
に
こ
の
過
程
と
相
即
す
る
。
即
ち

一

つ
は
僧
伝
に
奇
瑞
謬

・
霊
験
諦
が
減
少
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
た
と

え
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
が
上
代
に
比

べ
て
単
純
化
さ
れ
た
も

の
が
多
く
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
は
十
六
羅
漢
、
十
八
羅
漢

の
信
仰
か
ら
五
百
羅
漢
信
仰

へ
の
大
勢
が
変

っ
て
き
た
こ
と
で
、
そ
の

信
仰
の
内
容
が
霊
異

・
奇
蹟
に
支
え
ら
れ
た
神
秘
的
な
も
の
で
は
な
く

な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
事
実
認
識
に
基
づ
く
客
観
性
、
合
理
性
を
無

視
し
た
抽
象
的
雰
囲
気
に
基
づ
く
中
世
の
羅
漢
信
仰
と
は
一
線
を
画
す

べ
き
、
現
実
的
具
体
性
を
も

っ
た
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
こ

れ
は
羅
漢
信
仰
が
中
世
に
お
い
て
は
、
十
六

・
十
八
羅
漢
が
背
後

に
か

く
れ
て
い
て
、
信
仰
対
象

(応
験
し
た
も
の
)
が
多
様
な
様
相
を
示
し
て

い
た
が
、
五
百
羅
漢
信
仰
が
盛
ん
に
な

っ
て
か
ら
十
六

・
十
八
羅
漢

を

も
含
め
て
信
仰
の
対
象
が
限
定
明
確
化
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
鼠
に
十
六
羅
漢

・
十
八
羅
漢
と
五
百
羅
漢
信
仰
と
の
相
違
が
単
に

大
衆
参
加
の
要
素
の
有
無
の
み
で
決
め
る
べ
き

で
な
い
、
両
者

の
相
違

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

十
六
羅
漢
、
十
八
羅
漢
、
五
百
羅
漢
、
応
験
、
神
人
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